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タイムスケジュール

内容 所要時間

１．第１回検討会の振り返り・趣旨説明・グループワークの進め方 10分

２．タイムラインの行動内容の確認とワールドカフェ方式による意見交換

（１）第１ラウンド
■水害シナリオの説明
■図上確認訓練（イメージアップ訓練）
・第１回検討会における行動項目（第１階層）の確認
・各関係機関において、入手・報告している情報の整理・共有
・新たに把握した情報と連携すべき情報について

35分

（２）第２ラウンド
・参加メンバーを入れ替え、他テーブルにおける情報内容を把握
・新たに把握した情報と連携すべき情報について

20分

（３）第３ラウンド
・第２ラウンドでの意見を共有
・停電やネットワーク障害等による情報途絶時の共有方法について

20分
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第１回検討会グループワークの振り返り①

前日までに、「計画運
休」を決定し公表する。

JR

【付箋の記載例】

②担当者が実施している行動内容を
２行 ３行でコンパクトに記載

①第１階層（行動目的）に合う付箋の色を選択

① ③タイミングをわかる範囲で記載

組織体制

配備及び動員

情報収集伝達

災害広報・広聴

避難支援

避難所開設・運営

要配慮者支援

消防等活動（救助）

水防活動

交通確保対策

電力施設応急対策

電信電話施設等応急対策

水道施設応急対策

下水道施設応急対策

（１）組織体制・防災情報の
発表

（２）避難支援

（３）水防活動、救助・救出

（４）道路・交通規制

（５）ライフライン対応

分類 行動目的（第１階層） 付箋の色

時間軸

① 台風接近の段階（TL0 1）

② 水位が上昇し、氾濫の危険性が高まった段階
（TL2 4）

③ 堤防決壊などにより浸水被害が発生した段階
（TL5）

【タイミング】

【付箋の分類】 【グループワーク結果例】

タイムラインの第１階層（行動目的）別に
付箋が選択され、記載された行動項目は、
概ねタイムラインレベルに応じた第２階層
の行動となっていた

【第１階層・第２階層の理解】
•天神川水害タイムラインの特徴として、第１階層（行動目的）第２階層（行動項目）、第３階層（行動手
段）という構成であることを説明した。
•そのうえで、天神川の水害シナリオなどを踏まえ、行動の目的に応じた付箋を選択し、水害時に実施してい
る行動を記載した。
⇒皆さんが自らの行動を考えながら第１階層（行動目的）を確認し、第２階層（行動項目）が記載されていた
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第１回検討会グループワークの振り返り②

【多機関で意見交換・情報共有できる場の創出】
•ワールドカフェ方式のグループワーク（席替え）により多くの担当者と意見交換を実施
⇒●シールにより共通の課題や連携したいことが共有された。
⇒グループワークによる意見交換は良かったとのご意見や名刺交換をされている担当者もみられ、
天神川水害タイムライン検討会が、多機関で意見交換や情報共有等の連携することができる場となった

■グループワーク（ワールドカフェ方式）

席替えにより、

意見交換を実施

【第１ラウンド】
・各機関の実施内容の紹介
・困っていることを紹介

【第２ラウンド】
席替えを行い、異なる参加者で
困っていることを紹介

【第３ラウンド】
元のテーブルに戻り
情報共有

多くの担当者と

意見交換結果を撮影したり、担当者間
で名刺交換を行う様子もみられました。

•各関係機関との有意義な会議であり、今後の水
害対策に寄与するものと感じた。
•日頃、行政機関の方と会話できる機会が少ない
ので、このような意見交換会は続けて欲しい。
•組織の垣根を越え、自由に意見交換ができた。
•もっと時間が欲しかった。

■グループワーク後

●シールにより、共通
の課題や連携したいこ
とが共有された。
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第１回検討会グループワークの振り返り③

多機関が実施している行動を共有
•各関係機関が実施している主な行動項目が共有された。また、他の機関が水害時に実施している行動内容に
対して連携したい（情報共有したい）ことが共有された（太文字）。

機関名 実施している事（抜粋）
鳥取地方気象台 １ ３日前に台風説明会、気象情報の発信、シナリオの修正、ホットライン、洪水予報（氾濫発生）の発信

鳥取県 危機管理局 台風情報収集、配備体制の決定、住民への呼びかけ、避難・災害・ライフライン情報の収集、ヘリでの被害状況の確認

鳥取県 県土整備部 気象情報収集、河川情報収集、国からの情報伝達、河川施設の点検情報、被害情報の収集
鳥取県 中部総合事務所

県土整備局
気象情報収集（今後の予測）、人員体制の確認、道路事前通行規制の検討、道路パトロール、道路通行止め、災害に備えた
協力会社への事前協力依頼、河川工事現場の安全管理確認、水防警報の発表

鳥取県 中部総合事務所
地域振興局 気象・台風情報の収集、リエゾン体制の確認、避難情報の収集、物資調達検討、被害情報収集・発信、本部等の移転

市町 気象情報等の情報収集、組織体制の検討、住民への注意喚起、避難所開設準備・開設、避難勧告等の発令、消防団長との協
議（団員待機指示）・被害報告、道路被害の状況確認

警察署 情報収集、災害警備連絡室の設置、道路状況の確認、交通整理、避難誘導、救助（機動隊到着後）

消防局 情報収集、県議会への参加、資機材の確認、警防本部の設置、住民の避難誘導・広報、救急・救助活動

ＪＲ西日本 対策本部の設置、「計画運休の可能性がある」旨の予告、「計画運休」の決定・公表・実施、被害状況の把握
バス会社（日本交通・日ノ
丸自動車） 路線バスの運休判断、運転者からの道路状況の把握（まとめ）

中国電力 気象情報の収集、変電所の防水対策、河川水位等の収集、道路情報の確認、防災体制の発令 関係箇所への連絡、停電状
況の連絡、停電の復旧作業

NTT西日本 水防板のある交換所へ設置指示、情報連絡室立上げ、災害対策本部立上げ、社員（作業者）の作業中止

報道機関 気象情報・台風情報を収集・OA、避難情報・道路被害情報の収集、必要に応じてニュース速報・L字放送、カットイン放送

報道機関（CATV） 連絡系統の確認、エリア内の河川カメラを配信（データ放送）、台風情報、気象注意報・警報（データ放送）、避難勧告等
の配信、トリピーメール自動受信で文字情報を放送

国交省 防災情報収集、組織体制立ち上げ、水位情報提供、道路施設の点検・操作確認、パトロール、浸水箇所の把握、道路通行止
めの準備、通行止め、水防活動、河川構造物の補修、記者発表
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第１回検討会グループワークの振り返り③

『総括版』

第１回グループワーク
における参加者の行動
項目を青字で記載

•警戒レベル毎の各関係機関が実施している主な行動項目について、説明しながら確認を行う。
気象庁・国・県 ４市町 関係機関
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第１回検討会グループワークの振り返り④

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

道路情報、通行止め、浸水情報が早く欲しい
現場へ向かうための道路情報が欲しい

タイムリーな道路情報が欲しい
浸水道路情報の早期共有（情報を相互連絡）
道路の通行可否の情報を早く入手したい

道路や河川の状況が知りたい
道路の状況・寸断等情報の把握
統括的な道路通行止め情報が必要

う回路の案内（場合によっては広域的に）
被害の全体ボリューム感把握
道路パトロール時の安全確保

情報の内容が伝わりにくい所がある
今後の気象状況の見込が知りたい

警報・注意報の範囲
天神川の河川カメラ情報がいただけないか
行政他の体制をリアルタイムで知りたい

多機関からの問い合わせが集中
多機関からの情報提供混乱するので１機関への集…

情報が多く収集・整理が困難
通行不能の場合、旅客への周知に困っている

他機関相互に相談できる場が少ない
行政機関の連携が取れない（縦割り行政）

多機関が困っている事（多機関と連携したいこと）を共有
•第１回検討会の主な意見として、『情報共有に関すること』と多機関で話し合う場がない等の『多機関連携
に関すること』の２点が困っていることとして挙げられた。
•さらに、「ネットワーク障害」といった災害時の不測の事態の対応についても考える必要があるという意見
も挙げられた。

情報共有に関する意見

多機関連携に関すること

 共感シール（●）の数
※内容が同じまたは類似した付箋は統合しているため一部重複

⇒警察、消防、バス、JR、中電、NTT、報道機関と多くの機関か
ら避難支援や運休検討、復旧、報道等のために道路情報が必要と
の意見が挙げられた
⇒その他にも、今後の気象状況の見込みや行政や他機関の体制の
状況がわかる情報等の情報共有に関する意見が挙げられた

⇒ケーブルテレビからは、河川等のカメラ情報を放送するために
行政機関と情報連携したいとの意見もあった

⇒多機関が相互に連携するための場の要望

⇒新たな情報の要望だけでなく、情報が多く収集や整理が困難、
多くの機関から問い合わせがあり対応が大変といった課題も挙
げられた

※上記の他に正常に情報共有できている場合だけでなく、停電やアクセスの集中によるシステム
障害など不測の事態が発生した場合の対応を考える必要性についても意見が挙げられた



第２ラウンド：他テーブルにおける情報内容を把握
新たに把握した情報と連携すべき情報
について（●シール）

第２回検討会グループワークの趣旨説明

■第１回検討会におけるグループワークの結果
『情報共有（道路被害や浸水状況等）に関すること』と多機関で話し合う場がない等の『多機関連携に関す
ること』の２点が主に困っていることとして挙げられた。
さらに、「ネットワーク障害」といった災害時の不測の事態の対応についても考える必要があるという意見
も挙げられた。

■グループワークの目的
前回と同様に多機関での話し合いの場を創出し、情報共有（困っている事）に対して、関係機関が収集・伝
達している情報を確認（イメージ）し、関係機関が実施している行動の見える化を図る
不測の事態が発生した際の状況をイメージし、情報収集・伝達方法についてできることを共有

7

第１ラウンド：各関係機関において、入手・報告して
いる情報の整理・共有
新たに把握した情報と連携すべき情報
について（●シール）

第1ラウンド：第１回検討会における行動項目（第２
階層）の確認

第３ラウンド：他テーブルにおける情報内容を共有
停電やネットワーク障害等による情報
途絶時の共有方法



グループワークの結果の活用方法及びメリット

8

4

2 天神川流域の防災行動に関わる情報の見える化
天神川ではどのような情報があるのかを把握できる
資料としてとりまとめる（災害時にどこから情報を
得ることができるか、異動などの引継ぎ時に後任者
へ共有することができる）

1 新たな情報共有の発見
他機関が現在収集している情報を関係機関全員で共
有することで、既存の仕組みの中で新たに情報を得
る方法を気づく・知ることができる

3 詳細版の抜け漏れの確認・追加
日野川水害タイムラインを基にした一覧表の確認で
は気づかなかった行動（話し合いで気づいた現在実
施していること）の追加

•ヘリで被害状況
の確認
危機管理局

◎

検討会意見

追加

災害時に天神川流域の防災行動に必要とされている情報（イメージ）
インターネットＨＰ トリピーメール テレビ
気象情報
（気象庁HP）

台風情報 気象情報

気象情報
（yahoo）

洪水予報 台風情報

台風情報
（気象庁HP）

水防警報 水位・雨量情報

台風情報
（yahoo）

道路情報(通行止め) 道路情報(通行止め)

水位・雨量情報
（川の防災情報）

避難勧告等発令 避難勧告等発令

…

ＦＡＸ メール
洪水予報 避難勧告等発令
水防警報 避難所開設
避難所開設 災害対策本部設置
避難勧告等発令 臨時休校
浸水被害 通行止め
道路被害
通行止め・規制
中津ダム情報
東郷ダム情報
停電情報

インターネットＨＰ ＦＡＸ

水位情報
（鳥取県防災情報）

県土局

計画運休
JR⇒鳥取県

JR道路の被害情報
町⇒県

青色シール：検討
会で初めて、情報
の存在を把握し、
今後、情報共有し
たい情報

道路情報（中国
地方整備局道路情
報提供システム）

青色シール：これまで
活用しておらず、今後、
収集したい情報
（オープンな情報）

情報を得る方法に
気づく・知る

すぐに実施できることは
関係機関と調整し、タイ
ム ラ イ ン へ 反 映 検 討
（FAXのあて先追加等）

情報の流れ図の作成
情報の流れを視覚的に確認できる流れ図として取り
まとめ（どこに情報が集まっているか等がわかる）

HP

報道機関

トリピー

FAX

住民道路情報

とりまとめイメージ（取りまとめ方法は検討中）

倉吉河川

鳥取県

県土整備 倉吉市 警察

危機管理

電話

消防
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グループワークの流れ
■第１ラウンド

■第２ラウンド

テーブル①

１

３２ ４ ５

テーブル②

７

８ ６

９ 10

テーブル③

13

121114 15

テーブル④

19

1722 1820

テーブル⑤

24

26

21 16

25

テーブル⑥

29

2827 33 23

30 31 32

■第３ラウンド

⇒全体で行動内容・情報や要望が共有される

テーブル①

１

３

２ ６

５

４ 10

テーブル②

７

９

８ 12

11

テーブル③

13

15

14 18

17

16

テーブル④

19

21

20 23

22

テーブル⑤

24

26

25 28

27

テーブル⑥

29

31

30 33

32

第１ラウンドの
テーブルに残る

テーブル①

１

３

２ ６

５

４ 10

テーブル②

７

９

８ 12

11

テーブル③

13

15

14 18

17

16

テーブル④

19

21

20 23

22

テーブル⑤

24

26

25 28

27

テーブル⑥

29

31

30 33

32

13番以外は他テーブルへ移動

例：15番はテーブル②へ移動
第１ラウンドとは異なる参加
者と情報共有

第１ラウンドのテーブルに移動

例：15番はテーブル②
の意見を持ち帰る。

例：16番はテーブル④へ移動
第１ラウンドとは異なる参加
者と情報共有

例：16番はテーブル④
の意見を持ち帰る。
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第１ラウンドの配席

鳥取地方気象台
米井達也【A】

倉吉市
鳥飼真輔【F】

中部総合事務所
県土整備局
浦田通彦【C】

倉吉警察署
石飛順成【B】

ＪＲ西日本（株）
有澤 一浩【E】

ＮＨＫ鳥取放送局
本田美奈【D】

鳥取地方気象台
山本悦雄【C】

三朝町
河村明浩【B】

鳥取県危機管理局
木山正一【F】

中部総合事務所
県土整備局
岩竹秀喜【D】

日ノ丸自動車（株）
徳丸淳史【E】

日本海テレビジョン
放送（株）
舂井 達也【A】

鳥取県警察本部
中嶋 洋介【D】

湯梨浜町
川崎哲也【C】

中部総合事務所
県土整備局
安本善征【F】

日本交通（株）
三浦和也【B】

山陰中央テレビジョン
放送（株）
勝部正隆【E】

鳥取中部ふるさと
広域連合

福本宏道【F】

中部総合事務所
県土整備局
米廣圭輔【E】

倉吉警察署
池田健一郎【A】

ＮＴＴ西日本（株）
船越靖博【C】

鳥取中央有線放送（株）
谷口成樹【B】

倉吉河川国道事務所
藤畑淳一【E】

鳥取中部ふるさと
広域連合

本多隆志【D】

中部総合事務所
地域振興局
森山貢【B】

中国電力（株）
島林順一【A】

日本海ケーブルネット
ワーク（株）
清水 隼人【F】

倉吉河川国道事務所
南 相政【D】

北栄町
米塚浩二【E】

鳥取県県土整備部
加川昌弘【A】

中国電力（株）
牧野政人【F】

鳥取中央有線放送（株）
加登脇 有【C】

テーブルA

テーブルB

テーブルD

テーブルE

テーブルC テーブルF

※担当者の後ろのアルファベット【A】は、第2ラウンドに移動していただくテーブル名です。

※青字は、第1回検討会から交代の参加者となります。

中部総合事務所
地域振興局
丸山幹【Ａ】



14：30 15：05
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①：自己紹介：機関名、氏名※前回参加者と異なる担当者の方もいるため【約２分】
②：第１回検討会で記載した付箋（行動項目）を確認し、行動項目としての追加項目

がある場合は追加【約5分】
③：大判に貼付してある付箋（行動項目）のために、各関係機関において入手・報告

している情報、タイミング、機関名を黄色の付箋に記入・整理・共有【約10分】
④：行動項目を実施するために、入手・報告している情報について説明する【3分程

度/人：約15分】
⑤：【新たに把握した情報】と【連携すべき情報】に●シールを貼る【1分】
⑥：テーブル移動【約2分】

第1ラウンド（35分）
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自己紹介
・機関名
・氏名
⇒1人15秒程度

第１ラウンド①
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第１ラウンド②

1.第１回検討会で記載した付箋（行動項目）を確認し、行動項目としての追加項目がありましたら目的別の付
箋を選択して、追加をお願いします。

分類 行動目的（第１階層）
付箋
の色

（1）組織体制、
防災情報の発表

• 組織体制
• 配備及び動員
• 情報収集・伝達
• 災害広報・広聴

（2）避難支援 • 避難支援
• 避難所開設・運営
• 要配慮者支援

（3）水防活動、
救助・救出

• 消防等活動（救助）
• 水防活動
（河川施設対応含む）

（4）道路・交通規制 • 交通確保対策
（道路、鉄道、バスの対応）

（5）ライフライン対応 • 電力施設応急対策
• 電信電話施設等応急対策
• 水道施設応急対策
• 下水道施設応急対策

○○の実施

○○②

【付箋の分類】

【付箋の記載例】

②行動内容を記載

③タイミングを
わかる範囲で記載

【タイミング】

①第１階層（行動目的）
に合う付箋の色を選択

【追加】
【追加】

第１回検討会の意見を踏まえた、行動項目の抜け漏れの確認
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平成10年台風10号波形（引き伸ばし）を対象にした水害シナリオでは、各タイムラインレベルに対応する
作業項目を短時間で実施しなければならない可能性があります。
⇒① ③の状況をイメージして、収集している情報を確認します

タイムラインレベル
タイムライン
レベル0
(3日前準備)

タイムライン
レベル0
(2日前準備)

タイムライン
レベル1

タイムライン
レベル2

タイムライン
レベル3

タイムライン
レベル4

タイムライン
レベル5

警戒レベル － － 警戒レベル1 警戒レベル2 警戒レベル3相当 警戒レベル4相当 警戒レベル5相当

状況

• 3日後に台風または前
線が天神川流域に影
響するおそれ

• 2日後に台風または前
線が天神川流域に影
響するおそれ

•降雨の開始
•内水氾濫発生の見込み

• 水防団待機水位超過
• 氾濫注意水位超過
• 内水氾濫発生のおそれ

• 避難判断水位超過
• 中小河川の氾濫による
浸水発生のおそれ

• 氾濫危険水位超過
• 中小河川の氾濫による
浸水発生

• 本川からの越水
• 堤防の決壊
• 土砂災害発生

国管理区間を対象

台
風
情
報

3日前 2日前 1日前 当日

水
位

レベル1 2 3 4 レベル5
タイムライン
レベル

レベル0

10月14日 10月15日 10月16日 10月17日～18日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

小田水位観測所 堤防の決壊

竹田橋水位観測所 避難判断水位 堤防の決壊

河原町水位観測所 氾濫危険水位 堤防の決壊

福光水位観測所 水防団待機水位 堤防の決壊

10月16日
10月17日 10月18日

10月14日 10月15日水位観測所

3日前 2日前 1日前

5～6時間

第１ラウンド③

①（レベル0 1） ②（レベル2 4） ③（レベル5）
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第１ラウンド③

１.大判に貼付してある付箋（行動項目）のために、各関係機関において入手・報告している情報、タイミング、
機関名を黄色の付箋に記入・整理・共有 ⇒【図上確認訓練】

クローズドな情報領域オープンな情報領域

下段の行動項目を

実施するために

入手している情報

について記載

下段の行動項目を

実施するために

入手・報告している

情報について記載

『天神川流域で共有されている情報の見える化』
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第１ラウンド③

【オープンな情報領域へ貼る付箋】

河川水位

県土局

（鳥取県防災情報）

① ③

【クローズドな情報領域へ貼る付箋】

バス運転手からの
確認情報をとりまと
め、電話による報告
日ノ丸自動者
⇒各道路管理者
日ノ丸自動車

②

■FAX、メール、電話■インターネット・HP

道路カメラ情報

○○○

（NCN減災ライブ
チャンネル112CH）

②

■テレビ

時間軸

① 台風接近の段階（TL0 1）

② 水位が上昇し、氾濫の危険性が高まった段階
（TL2 4）

③ 堤防決壊などにより浸水被害が発生した段階
（TL5）

【タイミング】

入手している情報を他の
機関の担当者が参考にで
きるように、情報を入手
するサイト名まで記載

機関名を記載（簡略化して
も機関名が伝われば可）

入手するタイミングを記載
（右下の一覧表を参照）

入手している情報を他の
機関の担当者が参考にで
きるように、情報を入手
する方法（データ放送、L
字放送、ケーブルテレビ
○ch）まで記載

入手・報告している情報の
発信元が他の機関の担当者
にもわかるように、分かる
範囲で「誰から誰へ」を具
体の機関名で記載
※メールやFAXなど複数に
送信する場合もわかる範
囲で記載

２.大判に貼付してある付箋（行動項目）のために、入手・報告している情報、タイミング、機関名を黄色の付
箋に記入をお願いします。
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第１ラウンド④

行動項目を実施するために、入手・報告している情報について、紙に貼りながら、内容を紹介してください。
既に貼られている情報で同じ内容、類似の内容があれば近くに貼ってください。

避難指示
（L字放送）

JR

道路情報（中国
地方整備局道路
情報提供システ
ム）

リエゾンで水位
情報を確認
倉吉河川
⇒倉吉市
倉吉市②

計画運休
JR⇒鳥取県

JR②

○○

（鳥取県防災情）

県土局

河川水位 避難勧告等

○○
通行止め

JR
○○○○

○○

河川カメラ
画像
（CATV）

○○

○○○○

○○

○○○○

○○

対策本部
○○
⇒○○○
②（川の防災情報）

倉吉市

河川水位

③

①②① ③

① ③

○○

クローズドな情報領域オープンな情報領域
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第１ラウンド⑤
1.オープンな情報領域の中における情報の中において、【新たに把握した情報】に●シールを貼ってください。
2.クローズドな情報領域における情報の中において、多機関連携型タイムラインの実行性を高めるために、
【連携すべき情報】に●シールを貼ってください。
（クローズドな情報領域の情報の場合は、今後、情報共有が可能かどうか事務局で確認いたします）

避難指示
（L字放送）

JR

道路情報（中国
地方整備局道路
情報提供システ
ム）

リエゾンで水位
情報を確認
倉吉河川
⇒倉吉市
倉吉市②

計画運休
JR⇒鳥取県

JR②

○○

（鳥取県防災情）

県土局

河川水位 避難勧告等

○○
通行止め

JR
○○○○

○○

河川カメラ
画像
（CATV）

○○

○○○○

○○

○○○○

○○

対策本部
○○
⇒○○○
②（川の防災情報）

倉吉市

河川水位

③

①②① ③

① ③

○○

クローズドな情報領域オープンな情報領域

●●

●

●●

●
●
●●
●●

●

● ●●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●
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第１ラウンド⑥

担当者の後ろのアルファベット【○】の席に移動します。

鳥取地方気象台
米井達也【A】

倉吉市
鳥飼真輔【F】

中部総合事務所
県土整備局
浦田通彦【C】

倉吉警察署
石飛順成【B】

ＪＲ西日本（株）
有澤 一浩【E】

ＮＨＫ鳥取放送局
本田美奈【D】

鳥取地方気象台
山本悦雄【C】

三朝町
河村明浩【B】

鳥取県危機管理局
木山正一【F】

中部総合事務所
県土整備局
岩竹秀喜【D】

日ノ丸自動車（株）
徳丸淳史【E】

日本海テレビジョン
放送（株）
舂井 達也【A】

鳥取県警察本部
中嶋 洋介【D】

湯梨浜町
川崎哲也【C】

中部総合事務所
県土整備局
安本善征【F】

日本交通（株）
三浦和也【B】

山陰中央テレビジョン
放送（株）
勝部正隆【E】

鳥取中部ふるさと
広域連合

福本宏道【F】

中部総合事務所
県土整備局
米廣圭輔【E】

倉吉警察署
池田健一郎【A】

ＮＴＴ西日本（株）
船越靖博【C】

鳥取中央有線放送（株）
谷口成樹【B】

倉吉河川国道事務所
藤畑淳一【E】

鳥取中部ふるさと
広域連合

本多隆志【D】

中部総合事務所
地域振興局
森山貢【B】

中国電力（株）
島林順一【A】

日本海ケーブルネット
ワーク（株）
清水 隼人【F】

倉吉河川国道事務所
南 相政【D】

北栄町
米塚浩二【E】

鳥取県県土整備部
加川昌弘【A】

中国電力（株）
牧野政人【F】

鳥取中央有線放送（株）
加登脇 有【C】

テーブルA

テーブルB

テーブルD

テーブルE

テーブルC テーブルF

中部総合事務所
地域振興局
丸山幹【Ａ】
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第2ラウンド（20分）

15：05 15：25
①：自己紹介：機関名、氏名【約２分】
②：テーブルに残っている人は、前のラウンドの内容を説明【約5分】
③：違うテーブルから来られた方は、それらの情報を水色の付箋に記載する【約5分】
④：【新たに把握した情報】と【連携すべき情報】に●シールを貼る【1分】
⑤：テーブル移動【約2分】
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自己紹介
・機関名
・氏名
⇒1人15秒程度

第２ラウンド①
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第２ラウンド②③

1.テーブルに残った方は、情報の付箋について、多く共有されている情報（付箋が多く貼られている情報）や
青色シールが貼られた情報について紹介して下さい。

2.違うテーブルから来られた方は、それらの情報を水色の付箋に記載して、元のテーブルに持ち帰る。

【第２ラウンドテーブル】

【第２ラウンドテーブル】

【第１・第３ラウンドテーブル】

有益な情報

を持ち帰る

○○○○

○○③

●
●
●●
●
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第２ラウンド④
3. オープンな情報領域の中における情報の中において、【新たに把握した情報】に●シールを貼ってください。
4.クローズドな情報領域における情報の中において、多機関連携型タイムラインの実行性を高めるために、
【連携すべき情報】に●シールを貼ってください。
（クローズドな情報領域の情報の場合は、今後、情報共有が可能かどうか事務局で確認いたします）

避難指示
（L字放送）

JR

道路情報（中国
地方整備局道路
情報提供システ
ム）

リエゾンで水位
情報を確認
倉吉河川
⇒倉吉市
倉吉市②

計画運休
JR⇒鳥取県

JR②

○○

（鳥取県防災情）

県土局

河川水位 避難勧告等

○○
通行止め

JR
○○○○

○○

河川カメラ
画像
（CATV）

○○

○○○○

○○

○○○○

○○

対策本部
○○
⇒○○○
②（川の防災情報）

倉吉市

河川水位

③

①②① ③

① ③

○○

クローズドな情報領域オープンな情報領域

●●

●

●●

●
●
●●
●●

●

● ●●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●●
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最初の席に戻ります。

第２ラウンド⑤
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第3ラウンド（20分）

15：25 15：45

①：各テーブルから持ち帰った情報を説明しながら、図面に付箋を貼る。
【1分程度/人：計5分】

②：各種情報が停電やネットワーク障害により利用できなくなった場合、多機
関連携で対応できる代替案があれば、ピンク色の付箋に記載してください。
【約15分】



運転手から
の情報

日ノ丸
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第３ラウンド①

○○
運転手が確認し
た道路状況情報
日ノ丸⇒倉吉市

倉吉市③
○○

○○○○

第２ラウンドの違うテーブルから戻って来られた方は、それぞれ移動先のテーブルにおいて得られた情報（水
色の付箋でメモしてきたもの）を貼ってから、紹介してください。

避難指示
（L字放送）

JR

道路情報（中国
地方整備局道路
情報提供システ
ム）

リエゾンで水位
情報を確認
倉吉河川
⇒倉吉市
倉吉市②

計画運休
JR⇒鳥取県

②

○○

（鳥取県防災情）

県土局

河川水位 避難勧告等

○○
通行止め

JR
○○○○

○○

河川カメラ
画像
（CATV）

○○

○○○○

○○

○○○○

○○

対策本部
○○
⇒○○○
②（川の防災情報）

倉吉市

河川水位

③

①②① ③

① ③

○○

クローズドな情報領域オープンな情報領域

●●

●

●●

●
●
●●
●●

●

● ●●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●● ○○○○

○○○○○○○○

○○ ○○

JR
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第３ラウンド②

第１回検討会において、「ネットワーク障害」といった災害時の不測の事態の対応についても考える必要があ
るという意見も挙げられたことから、各種情報が停電やネットワーク障害により利用できなくなった場合、多
機関連携で対応できる代替案があれば、ピンク色の付箋に記載してください。

運転手から
の情報

日ノ丸

○○
運転手が確認し
た道路状況情報
日ノ丸⇒倉吉市

倉吉市③
○○

○○○○

避難指示
（L字放送）

JR

道路情報（中国
地方整備局道路
情報提供システ
ム）

リエゾンで水位
情報を確認
倉吉河川
⇒倉吉市
倉吉市②

計画運休
JR⇒鳥取県

②

○○

（鳥取県防災情）

県土局

河川水位 避難勧告等

○○
通行止め

JR
○○○○

○○

河川カメラ
画像
（CATV）

○○

○○○○

○○

○○○○

○○

対策本部
○○
⇒○○○
②（川の防災情報）

倉吉市

河川水位

③

①②① ③

① ③

○○

クローズドな情報領域オープンな情報領域

●●

●

●●

●
●
●●
●●

●

● ●●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●● ○○○○

○○○○○○○○

○○ ○○

JR

○○

ＨＰが輻輳により
閲覧できない場
合、メーリングリ
ストにより共有す
べき情報を送信

○○

FAXによる共
有ができない
場合、メーリ
ングリストに
より送信 ○○

ＦＡＸ及びメー
ルが使用でき
ない場合、リエ
ゾンの携帯電
話に連絡


